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1. はじめに 

平成24年度から小中学校の体育でダンスが必修化さ

れた。筆者らは，音楽とダンス映像の関連性を求める

ために，被験者に対して，同一のダンス映像に４種類

の音楽（コンテンポラリ，J-POP，ジャズ，およびクラ

シック）のコンテンツを視聴させて，各音楽から受け

るイメージを，調査票の形容詞イメージスケール群の

中から選択させた。音楽とダンス映像のイメージが，

選択された形容詞群と合致するかどうか，統計解析ソ

フトウェア IBM SPSS Statistics 22の対応分析（コレスポ

ンデンス分析）および統計解析ソフト R によるヒート

マップを用いて検証した。今後，これらの研究を通じ

て，附属学校に音楽とダンス映像を組み合わせた授業

展開の可能性について提言したい。 

 

2. 研究の方法 

2.1 アンケート調査 

アンケート調査では，映像と音楽の関連性を調査す

るために，同一のダンス映像に対して，４種類の音楽

（コンテンポラリ，J-POP，ジャズ，およびクラシッ

ク）の組み合わせのコンテンツを作成し，それぞれか

ら受けるイメージについて，86個の形容詞イメージス

ケールから選択させる方法を用いた。イメージスケー

ルは，色彩の分野で用いられる手法で，各色が持つ意

味（イメージ）を明らかにし，各色を相互に関連付け

て，比較判断できるよう開発されたもので，筆者らは，

形容詞群にこれを適用することにした。 

アンケート調査表は，12の設問で構成されており，

４種類の音楽は代表的な楽曲とし，楽曲の長さやテン

ポは同一とした。なお，被験者には，４種類の楽曲が

何であるかは伏せて回答させた。 

 
 

2.2 対応分析 

対応分析は，クロス表（χ2統計量で独立性の検定を

行う）を基に，行と列の要素の相関係数が最大になる

ように数値化して次元縮約する方法で，χ2距離法を適

用する手法である。χ2距離は，同じ要素の2点間の距

離の2乗であり，2要素が似ているほどこの距離が小さ

く，離れているほどこの値が大きくなる。このように，

この距離行列に順次多次元尺度法を適用し，列カテゴ

リーの最初の２つの次元と，行カテゴリーの最初の２

つの次元を，同じ図上にプロットする手法が対応分析

で，χ2距離が大きいと２要素は離れており，小さいと

同類と考えるアルゴリズムである。 

 

2.3 ヒートマップ 

ヒートマップは，行列型のデータを視覚化する方法

の一つであり，その属性内での相対的な値の高低を色

の濃淡で表現する方法で，今回は統計解析ソフト R を

用いて求めた。 

 
 

3. 結果 

3.1 回答者の背景 

作成した調査表を，平成25年８月と，平成25年12

月から平成26年１月の２回に分けて配布して，ダンス

経験者37名，未経験者20名計57名から回答を得た。 

表１に，回答者の分布を示す。 

表１. 回答者の分布 

 
 

3.2  対応分析 

図１に，次元１と次元２のスコアを用いて作成した

布置図を示す。○が 4 種類の音楽，×が形容詞イメー

ジスケールを示す。図１からわかるように，「コンテン

ポラリ」の周辺には，すがすがしい，新しい，情熱的

な，モダンな，楽しい，ハツラツとしたなどの要素が

近接しており，J-POP の周辺では，愉快な，にぎやか

な，激しい，おおらかなが，「ジャズ」では，大胆な，

シックな，色気のない，田舎的ななどが近接していて，

「クラシック」では，和やかな，綺麗な，神聖な，上

品ななどが関連することを示している。このように，
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被験者に映像と音楽から受けるイメージを選択させた

結果，第１曲は「コンテンポラリ」，第２曲は「J-POP」，

第３曲は「ジャズ」，第４曲は「クラシック」と，それ

ぞれ，楽曲とイメージが一致した。さらに，被験者に

は「コンテンポラリ」と「J-POP」が好まれており，「ク

ラシック」は選択されなかった。 

 

 

図１. 対応分析（散布図） 

 

表２に固有値表を示す。要約イナーシャは固有値，特

異値は固有値の平方根で行スコアと列スコアの相関係

数を示す。次元１と次元２で累積寄与率が 86.7%を示

しており，元のデータ（分割表）の情報の 86.7%を集

約できることがわかる。ここで，被験者が選択した選

択肢が計５未満のイメージについては除外している。 

 

表２．対応分析（固有値表） 

 
 

図２に，ヒートマップ図を示す。「J-POP」は，形容

詞の属性の中では，にぎやかな，激しい，力強い，ハ

ツラツとしたなどの色が濃いことから，「J-POP」はこ

れらのイメージを強く持っていることになる。「コンテ

ンポラリ」は，楽しい，ハツラツとした，モダンなな

どのイメージが強く，「ジャズ」は激しい，色気のない，

大胆ななどのイメージが強く，「クラシック」は，弱々

しい，和やかな，上品な，神聖ななどのイメージを強

く持っていることになる。 

ヒートマップと対応分析の結果を比較すると，

「J-POP」は，にぎやかな，激しい，「コンテンポラリ」

は，楽しい，モダンな，ハツラツとした，「ジャズ」は，

色気のない，大胆なが，「クラシック」は，神聖な，和

やかな，上品ななどのイメージが重なっている。 

 

 
図２. ヒートマップ図 

 

4. おわりに 

ダンスは，動き（映像）だけではなく，音楽も重

要な役割を果たすので，４種類の音楽が変わること

によって，動きと音楽でミスマッチを生じるか，ま

た音楽を変えることによって，ダンスの映像から感

じるイメージがどのように変化するかなど，映像と

音楽の関連性について，コレスポンデンス分析およ

びヒートマップ図を用いて調査した。その結果，映

像と音楽から受けるイメージは，第１曲は「コンテ

ンポラリ」，第２曲は「J-POP」，第３曲は「ジャズ」，

第４曲は「クラシック」とそれぞれ楽曲とイメージ

が一致した。また，「コンテンポラリ」は楽しい，清々

しいなどのイメージ，「J-POP」は賑やかな，はつら

つとしたなどのイメージがあることがわかった。今

後は，附属学校と連携して音楽と映像を組み合わせ

た授業展開の可能性について提言できればと考えて

いる。 
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